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3
ご
　
み

横
浜
の
一
〇
年

年
間
の
ご
み
の
量
は
横
浜
・
鹿
児
島
間
を
一
一
往
復

横
浜
市
で
処
理
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
量
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
に

は
、
年
間
七
三
・
六
万
ト
ン
に
達
し
た
（
図
－
6
3
）
。
ポ
リ
バ
ケ

ツ
で
並
べ
る
と
横
浜
・
鹿
児
島
間
を
一
一
往
復
す
る
ほ
ど
の
量
に

な
る
が
、
こ
の
ご
み
の
増
加
の
原
因
に
は
、
急
激
な
人
口
増
加
、

消
費
生
活
の
向
上
、
使
い
捨
て
の
風
潮
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の

よ
う
な
多
量
な
ご
み
の
衛
生
的
処
理
を
は
か
る
た
め
、
可
燃
性
ご

み
の
一
〇
〇
％
焼
却
を
め
ざ
し
て
工
場
の
建
設
を
進
め
、
現
在
ま

で
に
鶴
見
、
磯
子
、
旭
、
港
南
の
四
つ
の
近
代
的
工
場
が
完
成
、

稼
動
し
て
い
る
。
四
十
八
年
度
で
焼
却
の
割
合
は
、
四
六
・
一
％

と
な
り
、
焼
却
量
は
、
三
十
八
年
度
の
四
・
五
倍
に
達
し
（
図
l

6
4
）
、
さ
ら
に
港
南
工
場
の
稼
動
に
よ
っ
て
、
四
十
九
年
度
に
は
、

七
・
五
倍
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。
焼
却
工
場
に
つ
い
て
は
、
膨

大
な
建
設
費
を
投
じ
、
無
公
害
化
・
余
熱
利
用
施
設
の
併
設
等
に

特
別
な
配
慮
を
は
ら
っ
て
い
る
。
ま
た
焼
却
量
の
増
加
に
と
も
な

い
残
灰
の
量
も
増
え
、
収
集
か
ら
終
末
処
理
ま
で
の
一
世
帯
当
り

ご
み
処
理
原
価
は
四
十
八
年
度
で
年
間
約
八
、
九
〇
〇
円
と
な
っ

て
い
る
。

ごみ処理量の推移図一63
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図一64　ごみ焼却量の推移

図一65　ごみ処理内訳10大都市比較
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一
年
間
に
捨
て
ら
れ
る
テ
レ
ビ
は
三
万
七
千
台

捨
て
ら
れ
る
ご
み
の
中
に
は
、
家
庭
電
化
製
品
・
家
具
・
故
紙
・

あ
き
び
ん
・
あ
き
か
ん
等
ま
だ
使
え
る
も
の
や
資
源
と
し
て
再
利

用
で
き
る
も
の
が
多
く
あ
る
（
図
－
6
6
）
。
必
要
以
上
に
も
の
を

使
わ
な
い
、
修
繕
し
た
り
し
て
な
る
べ
く
大
切
に
使
う
、
再
生
利

用
で
き
る
も
の
は
回
収
に
つ
と
め
る
等
し
て
、
私
た
ち
一
人
一
人

が
ご
み
の
減
量
化
と
資
源
の
再
生
利
用
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
一
助
と
し
て
横
浜
市
で
は
集
団
回
収
等
の
普
及
指
導
に
努
め

て
い
る
。

ま
た
家
庭
ご
み
の
ほ
ぼ
五
〇
％
は
水
分
な
の
で
、
焼
却
効
率
を
高

め
る
う
え
で
、
生
ご
み
の
水
き
り
は
、
大
変
重
要
で
あ
る
（
図
l

6
8
）
。

産
業
活
動
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
は
、
事
業
者
の
責

任
で
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

量
は
家
庭
ご
み
の
数
倍
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
、
し
か
も
種
類
が

多
様
で
有
害
物
質
を
含
む
も
の
も
多
く
、
横
浜
市
と
し
て
も
、
こ

れ
に
対
す
る
指
導
を
強
力
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

粗大ごみ品目別収集状況

(昭和48年度)

図一66粗大ごみ収集量の推移図一67
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図一68　家庭ごみの組成

図-69　産業廃棄物処理状況（昭和48年度推定）
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